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関野貞の「支那歴代帝陵の研究」を支えた人々
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はじめに
　
建築史の泰斗関野貞
（（
（
は東京帝国大学教授を退任の後、昭和四年（一九二九）より東方文化学院東京研究所
（２
（（当時研究所
の所長は原田淑人）の研究員として新たな研究活動を開始する。ここに関野の東方文化学院における第一次研究題目として認可されたのが「支那歴代帝陵の研究」である。　
この前後に、関野は以下に示すような数次にわたる中国の古建築・遺跡調査を実施している
（３
（。当時の調査は古建築や遺
跡の状況を写真と実測図で記録する手法を採用し、その成果を出版することで広汎に古跡のおかれた状況を伝えんとするものであった。
第一次：明治三九年（一九〇六）九月～四〇年（一九〇七）二月、北京・河南・陝西・山西。第二次：明治四〇年（一九〇七）九月～四一年（一九〇八）一月、山東。第三次：大正二年（一九一三）一〇月、満州朝鮮国境輯安。第四次：大正七年（一九 八） 月～一二月、満州・北京・山西・河北・河南・浙江・ 京・江蘇。
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九
第五次：昭和五年（一九三〇）五月、南京・江蘇。
右の調査経緯から分かるように、河南、陝西、江蘇、浙江を中心に展開する中国主要王朝の陵墓については、すでに五次の調査を終えた時点で大方の調査は達成されていたといってよい。それ故に、関野にとって、北京および東北（満州）地区における遼金帝陵および明清帝陵の調査は、当該研究の完結に不可欠かつその集大成となるべき極めて重要なものであった
（４
（。
　
明清陵の現地調査は昭和六年（一九三一）五月～六月に実施されたが
（５
（、その際遼代の代表的な建築遺存である独楽寺の
発見を契機として「遼金時代の建築の研究」という新たな研究題目も見出されるにいたる
（６
（。然るに、この歴代帝陵に関す
る一連の研究成果を纏めた原稿は、図版九冊：写真千余枚、実測図三百余枚、本文七冊：六百字詰原稿用紙千余枚というかたちですでに出来上がっていたが
（７
（、関野の突然の逝去（昭和一〇年、一九三五）により関野自身の手で公刊されるには
いたらなかった。その後、関野の助手を務めていた竹島卓一（建築史学、一九〇一～一九九二）および藤島亥次郎（建築史学、一八九九
～
二
〇〇二）等周囲の尽力により刊行を待つまでとなっていたものの、東京大空襲により当該遺稿は焼失
してしまったとのこと ある（竹島卓一 令嬢池内節子氏による） 。実に遺憾の極みである。　
ただ、幸いにして、この刊行に係る調査資料 少なからず別に残されていて戦火を逃れた。斯くして、関野および関野
を支えた人々により収集され 資料や研究活動 成果が 関野貞資料群 もいうべき膨大な資料として後世 残されることとなった。　
すなわち、 竹島卓一、 および竹島を介して関野調査に同行することとなった建築士の荒木清三と写真師の岩田秀則（図一）
の残した資料である。　
清東陵調査の路程中における独楽寺発見の経緯とそ 調査内容を示した関野の「薊縣獨樂寺―支那現存最古の木造建築
と最大の塑像―」中に当該調査 係る竹島、荒木、岩田のことが述べられてい 大変興味深
（（
（
。
昨昭和六年五月二十九日余は工學士竹島卓一氏と共に、北平在住の建築家荒木淸三氏東道の下に冩眞師岩田秀則氏を同伴し、自動車を驅りて東陵（淸の順治・康煕・乾隆・咸豐・同治諸帝の陵の在る所）に往く途次、薊縣の城内を過
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図一　南朝梁帝陵調査時の関野貞（上右）　東京大学東洋文化研究所所蔵
	 晩年の竹島卓一（上左）　池内節子氏提供
	 荒木清三（中央左）　『滿州建築協會雜誌』第十三巻第八号より転載
	 建築遺産撮影時の山本讃七郎（下右）と岩田秀則（下左）　東京大学東洋文化研
究所所蔵（日向康三郎氏寄贈資料）
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ぎし時、偶ま路の左方塼墻を隔てて單層門の立てるを見た。余は一瞥其古建築物たることを知り、自動車を停め、旁の小門より入れば先づ單層四注の山門に「獨樂寺」と題する額を掲げ、門内左右に金剛力士が對立してゐる。次に重層の大建築、觀音閣が巍然として聳え、其内に高さ五十餘尺の十一面觀音の立像が安置されてゐた。建築の樣式は明かに遼時代の者たることを語り、其彫刻亦建築と同時 者た ことを知り、圖らずも支那現存最古の木造 たる遼時代の遺構を發見せしことを喜んだ。而も當初よりの目的地たる東陵への行程を急いだから、此伽藍の調査は歸途に讓ることとした。余は初め東陵の調査の爲め冩眞原板三十打を用意せしが、東陵に於て此原板全部を撮影し盡したから、當時東陵の馬
籣
峪の一照相館に就き原板の讓與を交渉せしも、唯僅かに一打を得しのみであつた。其中半打を東
陵の撮影に費せし爲め、歸路六月五日此獨樂寺に立寄つた時 は僅かに半打の準備あるのみであつた。幸に荒木氏所有のフイルムは多少殘つてゐたから之を借りて岩田氏に撮影を托したが、其成績は不幸にして充分とは言へなかつた。其上時間の都合上北平へ 歸程を急いだから、余は半打の撮影をなせ 外、概略の記録を取り、竹島工學士は主として兩建造物の平面の實測をなせし みにて、詳細 研究を遂ぐる 遑はなかつた。
　
岩田と関野とは山本照像館（以下に詳述する）の関係を以て以前から懇意であったことが理解されるが、昭和六年の調
査においてはじめて案内役として加わった荒木清三にとって、独楽寺の発見という画期的な場に居合わせそして学術的に東陵を調査したことが、後に彼をして中国建築資料の収集に向かわせる大きな転機となったのである。　
当然この調査はまた竹島にとっても研究上の一大転機となった。竹島は公私に渡り関野研究を支え、その研究の完結に
精魂を傾けた生粋の研究者である。竹島は関野とともに行った東北部の遼金明清建築遺跡の調査を『遼金時代の建築と其佛像』ならびに『熱河』という形で大成し
（９
（、また後に『支那文化史蹟』の再刊にあたり島田正郎（東洋法制史、一九一五
～
二
〇〇九）が戦時中より辛労辛苦を重ね保管してきた 北部の研究成果を収載した「東北編」 加え『中国文化史蹟』
を刊行するにいたった
（（1
（
。竹島の実直な研究姿勢は後に『営造法式の研究』という大著につながることになる。竹島の人と
なりや研究姿勢、そして関野貞と 関係、整理資料の所在などについては本論末尾の平㔟隆郎氏付記をも参照願うこととし、筆者は主に関野の「支那歴代帝陵の研究」調査を現場で支えた建築士の荒木清三と写真師の岩田秀則について言及し、
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彼らが如何なる資料を今日に残し、そしてそれが建築・美術の分野を超えて今日の歴史・考古研究に如何に有効な資料となりうるかという点を考えてみたい。
一、荒木清三と荒木資料
　
荒木清三 （明治一七年～昭和八年七月一四日、 一八八四～一九三三） は、 明治三五年 （一九〇二） に工手学校 （現工学院大学）
を卒業後文部省に勤務し、学校の校舎建築に従事した。明治三九年（一九〇六）北京の大倉洋行工程局に入り日本公使館の設計を担当、明治四〇年（一九〇七）には京師大学堂（北京大学）の 工程処担任技手とし 眞水英夫とともに新校舎の設計を担当した。その一方で度支部工程師として印刷局の設計にも係わっている。中華民国発足後には財政部の専属工程師となり、大正三年（一九 四）には澤山工程局の建築主任に移り、大正八年（一九一九）より独立して北京工務所を開業するにいたった。また、満州事変後は奉山鉄路に参議として招聘されている。さらに中国営造学舎
（（
（
の参議にも名を
連ねている。北京の旧日本公使館（現北京市人民政府 正門や瀋陽の旧満鉄奉天公所（現瀋陽市少年児童図書館）など荒木の設計に係る建築が今日も数多く残ってい 。上記 ような荒木の人となりに関しては荒木への追悼文である岡大路 「故荒木淸三君に對す 追憶」と小黒越翁「古き思ひ出」 （ 『滿州建築協會雜誌』第十 巻第 号
（（1
（
）並びに井上直美「解題」 （ 『東
京大学東洋文化研究所所蔵清朝建築関係史料目録
（（1
（
』 ）から知り得ることができるが、ここでは荒木の勤勉かつ実直な性格
および諸氏と 関係が明確に理解される岡の追悼文の一部を示しておきたい
（（1
（
。
氏は若くして東京にありし頃に、 已に支那語の研究に努力し志を大陸に向けて居つた丈けあつて、 北京にありては益々堪能の域に達 居られ、啻に言語のみでなく日常の生活も全く日本人離れをし り支那人との間には何んな交際も交渉も自由になし得る人であつた。 （中略）然れば北京 ありては民會の世話や、 事變毎に捲き起る諸問題の爲めに、斡旋奔走自己の仕事を忘る 日々が相當長く續いたこともあつたらしい。北平を一度でも訪問した建築家で故人の厄介にならぬ人は殆んどないといつてもよい有樣であつて、殊に學 的の人達に對しては中々よく盡 て呉れたものである。伊東、關野の兩先生を初め若い學徒の面々に至るまで 北平に行きさへすれば先ず荒木氏が ると云うのが唯
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一の心頼みであつた。
全く同様の内容がやはり追悼を寄せた小黒越翁の文中にも見られ
（（1
（
、当時大陸に調査に渡った研究者や技術者との交流のみ
ならず彼らの面倒一切を荒木がみていたことが分かる。　
関野貞と荒木清三とは先に述べた関野貞の清東陵調査を機に縁を持つこととなる。この時のことを関野貞は昭和六年
（一九三一）七月二十七日の外務省文化事業部における講演録「支那内地旅行談
（（1
（
」の中で、
北平に中國營造學社といふのがありますが、其處の朱啓鈐さん、闞鐸さん其他の方々から色々有益な援助を受けたのであります。更に建築家で荒木淸三といふ方 今北平に居られ實際の建築に從事して居られますが、研究旁々一緒に行つてやらうといふことで全部同行して下さいました。そこで總ての陵墓の實測は一緒に參りました竹島工學士と此の荒木さんとに御願ひしまして、冩眞は殆んど全部主として私が撮りました。斯樣 手分けしてやり した爲めに、時日 割合に相當の成績を得ることが出來たのであり す。
と述べている。この出会いを契機として荒木は資料収集に奔走することになったが、それ以前からも荒木を頼って多くの人士が荒木の下を訪ねていたことか 、昭和初頭の我国の中国学術研究において荒木 果たした役割の大きさが自ずと理解されよう。　
また岡の追悼文の中で荒木の言葉を直接記しているところがある。その文言の中に正に荒木の志と資料群（本論では研
究材料の意味で荒木資料と表記する）成立の経緯が示されている。
支那建築研究と云ふ道樂が身に浸みて永い間の研究を續けて居る 然し自分は學者ではないから自ら論文を纏めると云ふ樣な事は出來ない、夫れで日本から研究家が北平に來つ 何か材料を求めらるるならば自分は何んな事をしてでも必ず探して進ぜる、 支那建築に關する材料供給の方面は自分が引受けるから只だ皆んなに勉強して纏めて行つて貰ひたい。
この文言から読み取れるように、 は中国在住二十有余年の間に中国建築に関する書籍や図面の収集に奔走し、旧家の書庫や古書店より膨大な資料を掻き集めたのである。ところが、さらなる活躍が期待された矢先、病に倒れ逝去するにいたった。後に、荒木資料は清三の死後子息の紀年男氏によって東方文化学院東京研究所に齎されることになる
（（1
（
。
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なお、荒木資料の内、清朝建築関係のものについては大田省一・井上直
美『東京大学東洋文化研究所所蔵清朝建築関係史料目録』として、 また『東洋文化研究所所蔵漢籍目録データベース』として整理されており、東京大学東 のホームページより「データベース」→「貴重漢籍善本全文画像」→「
E
N
T
E
R
」→「東京大学東洋文化研究所所蔵漢籍善本全文
影像資料庫」→「史料名」→「検索」の順でアクセスすることで閲覧が可能となっている。
二、荒木資料に見出される陵墓建築上の問題点。
　
荒木資料の中で最も多くの部分を占めるのが清朝光緒帝（在位一八七五
年～一九〇八年）の陵墓、すなわち崇陵（北緯三九度二三分四四秒、東経一一五度二二分四一秒、標高一〇一メートル） 造営に係る文書と図面である
（（1
（
。この内文書の分析を最初に手掛けたのが黨武彦である。黨は「清代陵墓
建築の歴史的研究―崇陵建築初期の行政処理過程―」において陵墓の建築事業に係 文書の性格を文書行政 手続きの中で明らかにした
（（1
（
。具体的には崇
陵建築工程 管理・運営を行っていた崇陵工程 （在京の駐京工程処と現地の駐工工程処に分かれる）の人的構成や運営状況に関する分析とともに崇建築に関する原文書群（貴重甲七一「諸陵工程報告」と貴重甲七二「諸陵規制尺寸略節」に収められている「崇陵工程文書」 ） 整理状況や個別文書の内容が紹介されている。正に荒木資料 研究の上で有益に活用していくための必読研究である。これ 加え、先に触れた大田省 ・井上直美『東京大学
図二　貴重甲七一　諸陵工程報告第十函　崇陵各段引河水勢（部分）　東京大学東洋文化
研究所所蔵
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東洋文化研究所所蔵清朝建築関係史料目録』を座右に備えることで荒木資料はより活用しやすいものとなろう。　
ところで、 「崇陵工程文書」の中で筆者が最も注目しているのが、貴重甲七一（全一七函）の第十函所収の文書番号「工
字第二四～二八号」にあたる工程各段
（11
（
の引河（引水・排水）の水勢と水深に関する報告である
（1
（
（図二） 。筆者は人間文化研
究機構の「日本関係在外資料調査研究事業」のサブプロジェクト「近代日本文化財保護政策関係在外資料の調査と研究
（11
（
」に
おける研究事業の一環として二〇一一年一一月に実施した天津大学との合同明清帝陵調査
（11
（
の際、清東陵の孝陵（康熙帝陵、
北緯四〇度一一分二一秒、東経一一七度三九分四四秒、標高一二六メートル）の東南東、恵陵（同治帝陵、北緯四〇度一〇分一三秒、東経 七度四一分四六秒、標高九二メートル）の西北において不自然な地形を認識した（北緯四〇度一一分〇〇秒、東経一一七度四〇分四一秒、標高一〇五メートル） 。これを衛星画像 より確認すると明らかに陵墓に類する構造物の遺構であることが看取された。そしてこの遺構に関して文献などを通覧した ころ、道光 の遺址 宝華峪 址）であることが確認されたのである。清朝皇帝の陵墓制は〝昭穆次序、隔代埋葬〟の法式を採用し東陵（河北省遵化市）と西陵（河北省易県）に分葬している。この清朝独特の父子分葬制度は乾隆帝（在位一七三五～九五）により創設されたもの（ 〝兆葬制度〟とも称される）である
（11
（
。然るに道光帝陵は、東陵区域内ではなく西陵区域内の西南に存在している。では、何故に
東陵区域内において道光帝陵の遺構が確認できるか いうに、これが正しく先に言及した水問題 直結するのである。すなわち、 道光帝の陵墓は清朝の兆葬制度により当初東陵の陵区域内に建設されたが、 工事の途中で墓室が浸水したのである 道光八年（一八二八）年九月） 。これによって道光帝陵は西陵区域内 龍泉峪に新 陵地を確保し規模 縮小 て造営されることになった
（11
（
。これが現存する慕陵（北緯三九度二〇分三三秒、 東経一一五度一七分四四秒、 標高一三三メートル）である。
先の水問題に戻るが、当然にしてこのような前例 存在しているわけであるから、陵墓の建築工程において水問題には特に注意が払われていたことが理解されるのである。　
筆者はこれまでも遺跡の水環境に関する研究を行ってきたが
（11
（
、特に陵墓建築に係る水問題は地下深くまで掘削を行い墓
室を造営することから極めて深刻な課題であったといえる。そのため歴代各王朝は水捌けの良い渇水性に優れた台地上選定する傾向にあった。前漢長安の五陵原や後漢洛陽の邙山などはその代表的な事例 ある。しかしそ でも広大な墓域
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を有するが故に水問題への懸念が払拭されたわけではない。広大な陵区には地下に探知しきれない流水網や余地不可能な水脈が存在しているのである。その広大な陵域を持つが故に水問題に取り分け腐心した歴史的な陵墓建築が秦始皇帝の驪山陵（北緯三四度二二分五二秒、東経一〇九度一五分一四秒、標高四八五メートル）である。　
始皇帝の驪山陵に対する考古学調査は空前の規模において今日も陸続として実施されているが、昨今、墳丘を囲む外墻
の東南部（楊家村の東南から李家村の東南にかけての区 ）において地下水脈の流入を防ぎその流路を変えるための地下防水堤防が発見された。長さ八九．二メートル、地下で確認される遺構の高さは最も高いところ 八．五メートルもある。夯築（版築）による構造物で、その夯築一層の厚さは三二～四六センチメートル（地上面ならば八センチ程度） 、土質は複雑で黒褐色を呈しており、内に大小の石
坱
が含まれている
（11
（
。秦始皇帝陵は驪山北麓における微傾斜（南高北低）の地形
に造営されているが、その地形ゆえ 驪山から流れ来 地表・地下両水系の処理に苦慮したことが伺える。同様の地形環境にあるという点において、河南省鞏義市に展開する北宋帝陵も研究が必要であ 。しかしながら、こちら 十分な発掘が行われてはおらず今後 期すことになる。ところで、明十三陵、清東陵・西陵が築かれた立地を見るに、太行山脈 山麓に展開する比較的森林環境に恵まれた区域が選定されている。特に清西陵は陵区の中央を東西に北易水河（易河の支流）が貫通しており、 地表の水 では極めて優れた環境を有している。北易水河に注ぎ込む各小水系が作り出した谷 諸々の帝陵区が営まれてい 。地表水が豊かであ というこ は、当然にして地下 水系にも恵ま て る であり、それは反面陵墓の造営という観点で捉えた場合、最も懸念すべき水問題を抱えていたことが理解される。正に荒木文書からは崇陵の建築工程が抱える問題とその解決のための腐心が読み取れ のである。　
荒木資料には陵墓の建築工程に係る文書以外に陵墓の設計図（平面図・断面図）にあたる「図様」も含まれている
（11
（
。清
朝では雷発達以降代々雷家 楊房（宮殿・苑囿の造営を担当する宮廷建築設計部局）を主監してきた。換言すれば雷家は皇家お抱えの建築師ともいうべき存在であり、そ 建 様式は〝様式雷〟と称 た 荒木資料に含まれる建築図様は正にこの様式雷であり、そこには青写真を見ているか ように正確かつ鮮明 陵墓の形状が看取されるのである（図三 。紙幅の都合上、様式雷および清朝帝陵の詳細な構造については割愛せざるをえないが
（11
（
、崇陵が最後の皇帝陵であると断言
03_塩沢79.indd   16 13/03/06   15:49
Hosei University Repository
関野貞の「支那歴代帝陵の研究」を支えた人々（塩沢・平㔟）
一七
図三　東京大学東洋文化研究所所蔵清朝建築図様（ネット公開中。研究所附属東洋学研
究情報センターのホームページより入る。アジア写真資料集成）
	 清道光帝慕陵平面図（上左）
	 清同治帝惠陵平面図（上右）
	 清咸豊帝定陵縦断面図（下）　
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する前に、 もう一つ、 この図様を踏襲した墓葬があることを忘れてはならない。河南省安陽市の安陽河（洹水）北岸に営まれた袁世凱（一八五九～一九一六）の墓葬、袁林である（その西隣には近年発掘さ 殷の都で 洹北商城がある） 。袁世凱は中華帝国 皇帝 登極（一九一五年一二月）するものの、国内での反乱の拡大や周囲 反発により数ヶ月にして退位し （一九一六年三月） 、その後まもなく病没している（一九 六年六月六日） 。袁世凱自ら 帝政を撤回していることからここでは敢えて陵墓という表現は使用しないが、その建築様式や配置構造からみれば最後の帝陵であるといっても過言ではない。しかし、中国の伝統的帝陵建築様式を完全に踏襲しているかというに、典型的なアメリカの建築様式を持つ 冢 西洋式軍服を纏った石像生、墓台鉄門の西洋式文様など此処彼処に西洋的な文化要素を看取するこ ができる。清朝陵墓建築様式の継承という問題 踏まえ 崇陵史料との比較にお て最後の帝陵という範疇で捉える 袁林は極めて興味深い研究対象となるが 紙幅の都合上その具体的な建 などについて 別稿を期した （図四） 。　
以上、荒木資料を活用して歴代陵墓研究を行う上で見出しうる建築工程、
様式上の問題二三につ て言及した。この他にも荒木資料を活用して歴史、考古などで数多の課題が見出されるに違いな 。研究諸賢兄 荒木資料 活用に期するところは大きい。
図四　明文官石象生（左）　清文官石象生（中央）　袁世凱石象生（右）　筆者撮影
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一九
三、岩田秀則と岩田写真資料
　
東京大学東洋文化研究所には、
“H
.	IW
A
T
A
”というコピーライトが入った焼付け写真がある。また、 同じ焼付け写真で
“H
.	
IW
A
T
A
”のコピーライトが入らないものが、工学系研究科建築学専攻に保管されている。ともに焼付け写真であり、東大
内のいずれにもガラス乾板がなく、しかも工学系研究科建築学専攻においても関野貞の中国調査に係る写真資料とは別扱いにされている。この
H
.	IW
A
T
A
こそ本論に述べる写真師岩田秀則である
（11
（
。
　
岩田秀則は、明治一八年（一八八五）山形県最上郡新庄町（現在の新庄市）に生れた。明治三九年（一九〇六）一月に
北京に渡り、 山本照像館 （写真館） に勤務すること四年、 明治四三年 （一九一〇） に北京にて独立開業し、 昭和五年 （一九三〇）一一月に山本照像館を継承した。仏教美術写真を得意としたという
（1
（
。帰国後は大田区徳持町（東急池上線池上駅周辺）に
住み
（11
（
、昭和三七年（一九六二）四月二一日、大田区内で死亡している。岩田秀則が写真術に卓越し研究者の信頼も厚かっ
たことは、董康所蔵の敦煌遺書の複製における内藤湖南に宛てた松浦嘉三郎の書簡の中に「岩田は人物技倆とも信用の出來る人なることは澤村專太郎先生も熟知の筈と存候」と述べられ いることからも分かる
（11
（
。水野清一・長広敏雄の中国仏
教石窟調査報告である『雲崗石窟』 『龍門石窟』には岩田写真が多用されており、京都大学人文科学研究所 も東洋文化研究所と同一の岩田焼付け写真が収蔵されている　
北京の山本照像館は写真師山本讃七郎（安政二年（一八五五）岡山県後月郡梶江村（現芳井町梶江）生れ、昭和一八年
（一九四三）四月五日死去）が当時駐清公使であった林董の勧めで清国に渡航し北京の王府井大街で開業したものである
（11
（
。
讃七郎は義和団事変（北清事変 光緒二六年 一九〇〇）の写真記録を残した人物である。北京市政協文史資料委員会・北京市工商業聯合会・東城区政協文史資料委員会編『王府井』には、山本照相
33
（写真）館なる日系の商店が王府井大街路
東側の師府園と東単三条との間にあって写真業を営んでいたことが記されている
（11
（
。齊藤茂吉も山本照像館に立ち寄ってお
り、その時のことが随筆「満洲遊記」に、
それから山本照像館の前を通つたのでそこで北平の名所寫眞などを買つた。山本讃七郎氏は明治三十年此處に開業し
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たのださうであるから、日清戰爭後間もなくであつた。その頃は支那人の寫眞館が無かつたので支那の大官等は皆此處に來て撮影したさうであるが、今は支那人の寫眞館が出來、日本人よりも手まめに勉強するので壓倒されがちになり、特 近頃は排日思想がかういふ照像館などにも影響するやうになつたので、近々日本に歸られるさうである。機械も何も片付けてしまつてがらんとしてゐた。
と述べられている
（11
（
。山本照像館は讃七郎の帰国に際し甥の山本素卜が
（11
（
、次いで長男の明がこれを引き継いだ。そしてさら
に明の帰国にあたり山本照像館を引き継いだのが岩田秀則である。 「満洲遊記」は昭和五年（一九三〇）に南満州鉄道株式会社から招かれて満州や北平を旅行したときの紀行文であるから、茂吉が立ち寄った頃は正に山本照像館が山本家から岩田秀則に引き渡さ る時期にあたっている。山本明（～一九七〇年七月八日）は、明治四〇年（一九〇七）頃に早稲田大学を中退して北京に渡航、 讃七郎の下で写真術を学んだとされる。昭和五年（一九三〇）に帰国し、 昭和八年（一九三三）頃に赤坂区青山南町二丁目一〇番地（現港区南青山二丁目五番地）にて写真館を開業した。山本明、岩田秀則の写真帖制作については、水野清一・長広敏雄『龍門石窟』序説の中で、
大正十二年澤村專太郎教授は寫眞師岩田秀則氏をともなひ、 なり詳細な調査をとげられたのであつたが、惜しいかな、その成果は公表されなかつたし、その記錄もいまでは散佚してしまつた。しかし、その岩田氏の寫眞は．また大正五年 大正十年に別に撮影された山本明氏 寫眞とともに北京で自由に分賣せられたのであつて、それがわが學界を裨益した點は少くない。
という認識がなされている
（11
（
。当時の写真技術は史蹟文化財の調査において記録面で最も有効かつ技術的に最先端の方法で
あった。使用されるカメラは大型の機材であり、記録 使われるガラス乾板も重く貴重であった（図五） また、特別な技術の習得が必要とされたことより、調査には専門の写真師の同行が不可欠 あった。東京大学東洋文化研究所に保管されている写真資料をみるに、歴代帝陵研究構想の先駆をなす第一次、第二次調査には山本照像館より山本讃七郎 岩田秀則、もしくは山本明が同行していたものと考えられる。山本讃七郎・山本明・岩田秀則 写真資料は平㔟隆郎・井上直美・河村久仁子編『東洋学研究情報センター叢刊６
　
東京大学東洋文化研究所所蔵
　
古写真資料目録Ⅰ―明治の営業写真家
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二一
図五－一　写真機材の運搬馬車　中に乗るのは山本讃七郎　
　　　　　東京大学東洋文化研究所所蔵（日向康三郎氏寄贈資料）
図五－二　ガラス乾板　東京大学東洋文化研究所所蔵
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山本讃七郎写真資料目録その１』として公開されている
（11
（
。また荒木資料と同様、 『東洋文化研究所アジア写真資料集成デー
タベース』としてすでに整理されており、こちらも東京大学東洋文化研究所のホームページより「データベース」→「アジア写真資料集成データベース」→「山本讃七郎写真ガラス乾板写真データベース」の順でアクセスすることで閲覧が可能となっている。現在、これらの写真は中国の文化史蹟を撮影した最も早い時期の資料として龍門石窟（洛陽博物館展会：二〇一一年三月）や少林寺・登封（嵩岳書院展覧会：二〇一一年九月）などの世界文化遺産の保護に活用されており、今後も文化財保護の面で多用されることが期待される資料群となっている。　
なお、関野貞資料以外に東京大学工学系研究科建築学専攻には伊東忠太（建築学・建築史学、一八六七～一九五四） 、
塚本靖（建築学・建築意匠、一八六九～一九三七）名義の写真資料も保管されている。関野貞は自分で写真を撮影することができたが、伊東 塚本は撮影を得意とせず、小川一 （写真業・写真出版業の先駆者、一八六〇～一九二九） 、早崎稉吉（帝室博物館の嘱託古美術調査員、岡倉天心の調査にも同行した写真師、一八七四～一九五六）などの写真師が同行して撮影した。ここに現存する写真資料の整理状況から当時の写真師と研究者の関係並びに著作権の扱いが見えてくる。すなわち、写真の扱いについて当時 定 ルールはあったが、そのルールは現在 われわ が議論するような「版権ルールとは異なっていたということである。関野貞 同様、 中国 史蹟調査を行い後に関野貞とともに大著 『支那文化史蹟』を編纂した常盤大定は『支那仏教史蹟』序文にお て、
冩眞版中の山東・河南のものには、關野・塚本兩博士のから、複照したものが、可なりに多くある。既に先輩の立派な冩眞があるのに、之を再照する必要がないから、予は之を照相せなんだ。
と述べており
（11
（
、研究者相互の関係もまたこれと同様であったことがわかる。
まとめ
　
関野貞の中国文化史蹟に対する姿勢は「北支那古代文化の跡」と題する講演における以下の発言の中で完結されている
といっても過言ではない。
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二三
支那は既に三代周漢時代に高度の文化を有し、六朝時代に至り佛敎藝術が印度西域地方から輸入せらるるに及び、益複雜となつて來ました。そして其の發達した文化を朝鮮や日本に更に輸出して、其の國々の文化の淵源をなしたのであります。故に東洋文化發達變遷を知らんと欲すれば、是非共支那の研究から始めねばならないのであります。又日本や朝鮮の事を研究するにしても、やはり支那を研究 なくては充分な研究は出來ないのであります。其の研究は一方には書籍を調べ、他方 は古代文化の遺蹟なる實物 調べ なりません。而るに支那には昔から革命 戰爭や外國の侵掠や其他色々の事故の爲め、又支那人に遺物の保存に對し深き注意を拂はなかつた爲め、今では壞れるものは凡て壞れ、壞れる の出來ない石造とか塼造とかいふも のみ殘つ ゐるのであります。しかし之れは地上 事でありまし 、地下にはまだ何程貴重の遺物が埋つ 居るか知れないのであります。而して現在の支那人 思想や社會状態を正確に知らうと欲すれば 支那の昔からの思想の變遷や社會状態推移の有樣を知らなくてはなりません。是れ文獻上の研究の 遺物の研究の忽がせ する事の出來ない理由であります
（1
（
。
このような関野の研究姿勢は彼を取り巻く多くの人々に支持され、それはまたそれらの人々を巻き込んで膨大な資料を吸収する渦巻の中心ともなっていた。　
本論は人間文化研究機構「日本関連在外資料調査研究事業」のサブプロジェクト「近代日本文化財保護政策関係在外資
料の調査と研究」における研究活動成果の中間報告も兼ねるものである。関野貞の偉業と研究上 地位は改めて言及するまでもないが、関野の研究活動全体という視野から関野を取り巻く人々の活動を含めるとき、関野の研究活動は膨大な資料群を以って今日の歴史研究の一支を す物質文化研究の礎をなす とな のである。　
筆者と山名弘史先生との師弟関係は三十年あまりになる。しかしながら、中国考古学・古代地理を研究する筆者と清末
民初研究では博覧強記の山名先生とはその専門 する研究領域が大きく異なっている。したがって、本論を成すにあたり如何なる内容が相応しいかと思案を重ねた結果、近現代史に止ま ず該博 知識をお持ち 山名先生の研究姿勢に学ぶべく、近代資料として収集されたも といえども考古・物質資料として研究できるという認識に立ち 山名先生への報恩において敢えて当該テーマ の執筆を考えた次第である。
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付
　
記
　　　　
平㔟隆郎
　
塩沢裕仁氏には、この三カ年の研究プロジェクトをいっしょにすすめていただいた。人間文化研究機構のサブプロジェ
クトとして、わが東京大学東洋文化研究所の計画が採用され、それに塩沢氏にも参加していただいた次第である。　
中国調査に際してご尽力いただいただけでなく、国内に残された関連資料の調査にも、熱心にとりくんでいただいた。
本稿は、その国内調査に追うところが大きい。塩沢氏の熱心さは、調査地の人々の関心をも呼び起こして る。麻布の山本写真館の記憶を語ってくださったのは、齢を重ねたご老人だったと聞いている。久しぶりに思い出を語る目は輝いていたそうである。　
中国調査も同様で、とりわけ私の記憶に残るのは、曲阜の孔林（孔家代々の墓地）調査である。すでに地元の研究者が
多くの案内板をとりつけてくださっていたのを利用したのであるが、広い墓域をまわるのは一苦労だった。多くの観光客が観覧車にのって舗装された道を行き交い、要所をまわ のを横目 見ながら、徒歩で林 分け入って孔家代々の墓地 捜し撮影した。お互いが好きでないとできない作業である。私は、 亀趺碑（図六）を一つの研究テーマにしてきたこ もあり それについての興味関心が第一 ったのだが、塩沢氏は本稿の標題にかかげた帝王陵 検討 常に念頭にあったようである。孔家は歴代の 朝に特別 待遇を受けているので、その墓制研究は 帝王陵のそれと比較することができる。関野たちは、孔林の一部を写真撮影したにすぎないが、おそらくガラス乾板など 余裕
図六　明陵亀趺碑　東京大学東洋文化研究所所蔵
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あれば、われわれと同じように行動しただろう。　
塩沢氏に触発されて私も別に調査の手をのばしてみた。行方がわからなくなっていた竹島卓一氏のご家族の情報が、幸
いに天津大学の徐蘇斌教授からもたらされた。徐氏の友人からの情報とのことであった。そこでお会いすることができたのが、竹島氏のご令嬢、池内節子氏であった。竹島氏の著書等 、関野貞なき後、その竹島氏が研究をひきついだ経緯はわかるのだが、そ 後の事情は今ひとつわかっていなかった。池内氏のお話から、竹島氏が家の事情で郷里にもどられ、東方文化学院での研究生活からも身をひかれ こと、関野を助けてまとめあげた研究書（明清陵墓）が、大型本のため発刊がのびのびとなり、発刊のために印刷所にもちこまれたところを空襲にあい 灰燼に帰してしま こと そのため調査資料 欠けた状況下での同書刊行を後々あきらめた と、竹島氏自身の著書も名古屋の空襲で同じく印刷所 もども灰燼に帰し、その後無 らまとめなおされて『営造方式の研究』が上梓されたこと、等々をうかがい 後に池内氏に東洋文化研究所にお出でねがって 東方文化 院時代の記録を御覧いただい 若き日の竹島氏 筆跡を確認していただいた次第である。　
竹島氏は、東方文化学院に多くの調査資料を残しており、その複製写真を別に自分の資料としてもまとめておられた。
この東方文 学院 蔵分に竹島調査分を加えた「竹島卓一資料」と称すべきものは、本年度、東京国立博物館に納められている。　
さて、塩沢氏との上記のご縁から、ここに付記をしたためた次第であるが、ご縁といえば、山名先生にも同様のものが
ある。山名先生は、私がかけだしのころ、東京大学文学部（東洋史） 助手 してお 。山名先生だけではないのだが、当時の助手は、いわゆるお仕事よりは、学生や院生に研究上、学問上 さまざまな影響をあたえること 方が要請されていたように思う。後にたまたまでかけた洛陽で山名先生 私だけが残され、二人で龍門石窟をおとず ある。むかしそのままのあたたかいお姿を再確認する とが きた。法政大学では、非常勤の授業を担当し こ もある。そのときも山名先生のお部屋にお伺 する機会があり、同じお姿を拝見した。山名先生の下で巣立たれた学生さん 院生さんたちにとっても、同様 思い出があるに違いない。
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今回山名先生がご退任されるとうかがい、その意味からもお願いして、付記の形で加わることをお許しいただいた次第
である。
註（１）
		
関野貞：慶応三年（一八六七） 、越後国頸城郡高田生れ、東京帝国大学工科大学造形学科卒、明治三四年（一九〇一）東京帝国大
学工科大学助教授就任、大正九年（一九二〇）東京帝国大学工科大学教授就任、昭和三年（一九二八）退官、昭和四年（一九二九）東方文化学院東京研究所研究員就任、昭和一〇年（一九三五年）逝去。藤井恵介「関野貞の足跡」 、同「関野貞年譜」 『関野貞アジア踏査』東京 総合研究博物館、二〇〇五年。
（２）
		
義和団事件（明治三三年、一九〇〇）の賠償金を活用し各国が文化事業を展開したことは知られているが、日本では北京の人文
科学研究所、上海の自然科学 、東京の東方文化学院東京研究所、京都の東方文化学院京都研究所を設立した。その後日本の二研究所は昭和一三年（一九三八）に東京の東方文化学院（戦後東京大学東洋文化研究所に吸収）と京都 東方文化研究所（戦後京都大学人文科学研究所 一部）とに名称を変えた。佐伯修『上海自然科学研究所― 学者たちの日中戦争―』 （宝島社、一九九五年） 、阿部洋『 「対支文化事業」の研究』 （汲古書院 二〇〇四 等を参照されたい
（３）
		
この内第一、第二、第四次調査が基幹的な調査であった。谷豊信「関野貞の中国考古学研究」 『関野貞アジア踏査』 （前掲注１） 。
谷は調査の性格から第一 ・ 第二を第一期、第四次を第二期 そして東方文化学院時期の調査を第三期として区分している。三四八頁。大西純子「中国旅行の日記について―「中国旅行日記」と「遊西日記」 （中国）―」関野貞研究会『関野貞日記』中央公論美術出版社、二〇〇九年。
（４）
		
第一次調査 ： 周王陵、 秦始皇帝陵、 前漢帝陵、 唐帝陵。第二次調査 ： 北宋 ・ 南宋帝陵、 『関野貞日記』 。周王陵については『関野貞日記』
の中では欠落のため確認しえないが、 淸國河南陝西 談」 （関野博士記念事業会『支那の建築と芸術』岩波書店、 一九三八年、 所収）の中で明らかとなる。六一六頁。
（５）
		
徐蘇斌「関野貞と中国の古物古跡保存事業」 『関野貞アジア踏査』 （前掲注１ 。
（６）
		
竹島卓一『遼金時代の建築と其佛像』龍文書店 一九四四年、 「自序」三頁。
（７）
		
関野貞「支那の陵墓」 （ 『支那の建築と芸術』前掲注４所収）の編者注、一〇 頁。
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（８）
		
関野貞「薊縣獨樂寺―支那現存最古の木造建築と最大の塑像―」 『支那の建築と芸術』 （前掲注４）所収、二五三頁。同様の状況
は竹島卓一の『遼金時代の建築と其佛像』 「自序」一頁（前掲注６）にも記されている。
（９）
		
竹島卓一『遼金時代の建築と其佛像』 （前掲注６） 、関野貞・竹島卓一『熱河』座右宝刊行会、一九三四年。
（
（0）		 『支那文化史蹟』一二巻が関野亡き後常盤大定によって刊行（昭和一四～一六年、一九三九～一九四一）された後、東北および内蒙古についての別編の構想が持ち上がり、竹島と島田がこれを委託された。昭和一九年（一九四四）には原板一〇〇〇余枚が完結していた。しかしながら戦況が悪化したことよりその疎開搬出に島田が腐心し、 『中国文化史蹟』の刊行まで保管した経緯が『中国文化史蹟』東北編の島田の「あと き」に詳細に記されている。紙幅の都合上本論の内容からは若干外れるため島田の偉業については割愛した。
（
（（）		
中国の伝統的な建築技術の振興と保存を主眼として一九二九年に朱啓鈐・闞鐸らを中心として創設された中国建築の研究機構で
あり、今日の中国建築史学の基礎を築いた される。
（
（2）		
岡大路「故荒木淸三君に對する追憶」 滿州建築協會雜誌』第十三巻第八号、一九三三年、二二～二三頁、小黒越翁「古き思ひ出」
『滿州建築協會雜誌』同号、二六頁。
（
（3）		
井上直美「解題」 （大田省一・井上直美『東京大学東洋文化研究所所蔵清朝建築関係史料目録』東京大学東洋文化研究所附属東洋
学研究情報センター、二〇〇四年） 、二四～二七頁。
（
（4）		
岡大路「故荒木淸三君に對する追憶」 （前掲注
（2） 、二三頁。
（
（5）		
小黒越翁「古き思ひ出」 （前掲注
（2） 、二六頁。
（
（6）		
関野貞『支那の建築と芸術』 （前掲注
４）所収、七九三頁
（
（7）		
東方文化学院東京研究所への移管の経緯については 「解題」 （前掲注
（3）二七～二八頁参照。
（
（（）		
同治帝の恵陵関係 （貴重甲六五、 七一、 七二） 六二点、 咸豊帝の定陵関係 （貴重甲六五、 七一、 七二） 四二点などが若干含まれるものの、
崇陵関係は一〇八五点と圧倒的に多い。大田省一・井上直美『東京大学東洋文化研究所所蔵清朝建築関係史料目録』 （前掲注
（3）表
二東洋文化研究所所蔵清朝建築関係文書物件別史料数。
（
（9）		
黨武彦「清代陵墓建築の歴史的研究―崇陵建築初期 行政処理過程―」 『専修大学人文科学研究所・人文科学年報』二九
一九九九年。
（
20）		
崇陵の建築工程は頭段（第一期工事工程）から四段（第四期）の四期に区分されている。
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（
2（）		
貴重甲七一第十冊にはこれ以外にも四段以降の工程に係る引河に関する文書も若干ではあるが含まれている。
（
22）		
平㔟隆郎・塩沢裕仁『関野貞大陸調査と現在』東京大学東洋文化研究所、二〇一二年、平㔟隆郎「序」参照。
（
23）		
徐蘇斌・青木信夫・賀美芳「明清皇陵考察報告」 『関野貞大陸調査と現在』 （前掲注
22）所収。
（
24）		
嘉慶元年（一七九六）一二月二二日乾隆帝諭旨による子孫安葬規定。ただし、同種のやり方は 日本の山口萩藩（五代毛利吉元
墓碑撰文（一七三一）以前。同藩では三代以後奇数代藩主を東光寺に、また初代と偶数代藩主を大照院に葬る）ですでに始まっており、議論がどこでどのように始まったかは今 の検討課題である。平㔟隆郎「日本近世の亀趺碑」 （ 『東洋文化研究所紀要』一二一、 一九九三年）等参照。
（
25）		
徐鑫『道光帝陵歴史之謎』遼寧人民出版社、 〇一一年、六二～七二頁、徐広源『清東陵史話』新世界出版社、二〇〇三年、
一四五～一五五頁。清朝帝陵の宝頂（墓室を覆う墳丘）は蒲鉾型をしているが、慕陵は円形かつ周壁を持たない独立の墳丘 ある。その理由については今後を期す。
（
26）		
拙著『千年帝都洛陽―その遺跡と人文・自然環境』雄山閣、二〇一〇年。拙稿「漢魏洛陽城穀水水文考」 『東洋史研究』七一巻二
号、
	 二〇一二年。
（
27）		
本内容は二〇一一年二月二四日に学習院大学で開催された同大東洋文化研究所主催の国際シンポジウム「衛星データと中国古代
陵墓の世界」における段清波「秦始皇帝陵区文物分布與環境」の三「陵園建設與水文環境」による。
（
2（）		
大田省一・井上直美『東京大学東洋文化研究所所蔵清朝建築図様図録』東京大学東洋文化研究所、二〇〇五年。
（
29）		
清朝帝陵の配置構造： 清国行政法』第一編内務行政 第七章土木・第 節陵墓・第一款陵墓種類。
（
30）		
“H
.	
IW
A
T
A
”の調査は当初人物の特定に難儀を来したが、慶応大学教授の前嶋信次が著した『日持上人の大陸渡航―宣化出土遺
物を中心として―』 （誠文堂新光社、一九八 年）に山本照像館の岩田秀則 ことが述べられていたことから糸口が見出された。当該書は日持上人の宣化出土遺物 ついて記されたものであるが、その宣化出土遺物を北京の骨董市場で発見し、帰国の際に持ち帰ったのが岩田秀則である。こ 遺物の真偽を廻って国内で議論が沸騰した（西條義昌「星 映さぬ川」 『福神』八号、福神研究所、太田出版、二〇〇二年） 。このような状況において前嶋が岩田秀則と懇意であったことから多くの情報が得られ 。
（
3（）		
北支在留邦人芳名録発行所編『北支在留邦人芳名録』
		 北支在留邦人芳名録発行所、昭和一一年（一九三六） 。
（
32）		
池上本門寺の門前町にあたる徳持町周辺には、日蓮宗に関する人々が多く居住している。岩田秀則が日蓮宗と関係を有していた
ことについては、日持上人の遺物（現在は身延山久遠寺に所蔵 いる を持ち帰ったことからも推察されるところである 前
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二九
掲注
30参照。
（
33）		
高田時雄「内藤湖南の敦煌学」 『東アジア文化交渉研究』別冊第三号、二〇〇八年、二六頁。
（
34）		
日向康三郎「林董伯爵と写真師山本讃七郎―ルーツ調べの余禄としての古い写真の発掘―」 『史談いばら』二四号、井原史談会、
一九九七年。同 「山本讃七郎をめぐって―続 ・ 林董伯爵と写真師山本讃七郎―」 『史談いばら』 二五号、 井原史談会、 一九九八年。同 「山本讃七郎〔Ⅲ〕―明治の写真師の文書資料―」 『史談いばら』二九号、井原史談会、二〇〇五年。拙稿「関野貞中国調査写真資料について」 『関野貞大陸調査と現在』東京大学東洋文化研究所、二〇一二年。
（
35）		
北京市政協文史資料委員会・北京市工商業聯合会・東城区政協 史資料委員会編『王府井』 、北京出版社、一九九三年、五一頁。
（
36）		 『斎藤茂吉全集』一一巻、岩波書店、一九五三年、 「満洲遊記」大佛寺・東安市場・同仁醫院、五一六頁。
（
37）		 『全国写真師一覧表 （
http://w
w
w
.geocities.jp/photography（（62 ） 。山本素卜への譲渡について山本家の親族で讃七郎を研究して
いる日向康三郎氏は懐疑的に捉えている。 『現代人名辞典』中央通信社、明治四五年（一九一二）六月 七日発行
（
3（）		
山本明編『震旦旧跡図彙』 （北京及其附近・雲崗石窟、一九三三年）は日本各地の基幹大学や図書館で収蔵されていることから、
ある程度の数が作られて たことが理解される。木下杢太 は『 同石仏寺』重版本（座右宝刊行会、一九三八年）の序文において、自身が写真術を得意としない から初版（日本美術学院、一九二二年）では山本（この時点では讃七郎か明か不明）から写真三〇枚の提供を受けていること、重版では山本明が数百枚の複写写真の掲載を快諾し自身の写生図版と入れ替えたことを記している。重版本掲載の写真は『震旦旧跡図彙』の写真と合致する。なお、木下杢太郎の資料は現在県立神奈川近代文学館に収蔵されている。
（
39）		
平㔟隆郎・井上直美・河村久仁子編『東洋学研究情報センター叢刊六
　
東京大学東洋文化研究所所蔵
　
古写真資料目録Ⅰ―明治
の営業写真家
　
山本讃七郎写真資料目録その一』 、東京大学東洋文化研究所附属東洋学研究情報センター、二〇〇六年。
（
40）		
常盤大定『支那仏教史蹟』金尾文淵堂、一九二三年、序 、一〇頁
（
4（）		
関野貞「北支那古代文化の跡」 『支那の建築と芸術』 （前掲注
４）所収、六二五頁。
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